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(57)【要約】
【課題】検索を短時間で容易に行うことができる印刷物
管理装置を得る。
【解決手段】タグデータを記憶すると共にタグデータを
無線通信により送受信する非接触型タグ８０が設けられ
た用紙Ｗに印刷データに基づいて画像を印刷する画像形
成ユニット２と、複数の非接触型タグ８０との無線通信
により、複数の非接触型タグ８０に記憶されたタグデー
タに基づいて、いずれかの非接触型タグ８０を検索する
検索携帯端末１００とを備える。ファイルデータから作
成した印刷データを印刷手段に出力すると共に、検索ワ
ードを登録した検索データをタグデータとして画像形成
ユニット２に出力するパソコンＰＣを備え、また、画像
形成ユニット２は、非接触型タグ８０との無線通信によ
り非接触型タグ８０にタグデータを記憶させるＩＣライ
タ８１を備えると共に、検索携帯端末１００は、入力さ
れた検索ワードが含まれるタグデータが記憶された非接
触型タグ８０を検索する。
【選択図】　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タグデータを記憶すると共に該タグデータを無線通信により送受信する非接触型タグが
設けられた用紙に印刷データに基づいて画像を印刷する印刷手段と、
　複数の前記非接触型タグとの無線通信により、複数の前記非接触型タグに記憶された前
記タグデータに基づいて、いずれかの前記非接触型タグを検索する検索手段とを備えた印
刷物管理装置において、
　ファイルデータから作成した前記印刷データを前記印刷手段に出力すると共に、検索ワ
ードを登録した検索データを前記タグデータとして前記印刷手段に出力する印刷制御手段
を備え、
　また、前記印刷手段は、前記非接触型タグとの無線通信により前記非接触型タグに前記
タグデータを記憶させる書込手段を備えると共に、前記検索手段は、入力された前記検索
ワードが含まれる前記タグデータが記憶された前記非接触型タグを検索することを特徴と
する印刷物管理装置。
【請求項２】
　前記印刷制御手段は、ファイルデータと、前記検索ワードを登録した前記検索データと
を前記タグデータとして前記印刷手段に出力することを特徴とする請求項１に記載の印刷
物管理装置。
【請求項３】
　前記検索データには、入力された前記検索ワードを登録したユーザ指定検索データを含
むことを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれかに記載の印刷物管理装置。
【請求項４】
　前記検索データには、前記ファイルデータから抽出した前記検索ワードを登録した機械
検索データを含むことを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の印刷物管
理装置。
【請求項５】
　前記検索手段は、
　複数の前記非接触型タグに記憶された前記検索データに基づいて、入力された前記検索
ワードが含まれる前記検索データが記憶された前記非接触型タグを検索する簡単検索手段
と、
　複数の前記非接触型タグに記憶された前記ファイルデータに基づいて、入力された前記
検索ワードが含まれる前記ファイルデータが記憶された前記非接触型タグを検索する全文
検索手段とを備えたことを特徴とする請求項２ないし請求項４のいずれかに記載の印刷物
管理装置。
【請求項６】
　前記検索データには、入力された前記検索ワードを登録したユーザ指定検索データと、
前記ファイルデータから抽出した前記検索ワードを登録した機械検索データとを含み、
　前記簡単検索手段は、前記ユーザ指定検索データによる検索を前記機械検索データによ
る検索よりも優先することを特徴とする請求項５に記載の印刷物管理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タグデータを無線通信により送受信する非接触型タグが設けられた用紙に画
像を印刷し、複数の非接触型タグとの無線通信によりいずれかの非接触型タグを検索する
印刷物管理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、タグデータを無線通信により送受信する非接触型タグが設けられた用紙を管
理する装置として、特許文献１にあるように、非接触型タグが設けられた用紙に画像を印
刷し、印刷時に、印刷者、印刷目的、件名などの印刷物情報をタグデータとして非接触型
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タグに記憶させる。また、印刷した用紙を配布する際に、配布者、所有者、配布日時、配
布場所などの配布情報をタグデータとして非接触型タグに記憶する。そして、室内の書類
棚のような保管場所に保管されている全ての用紙の非接触型タグから印刷者等の印刷物情
報や配布者等の配布情報を読み取り、読み取った印刷物情報や配布情報をパソコン等の検
索手段の検索テーブルに書き込む。検索手段は、検索テーブルに書き込んだ印刷者等の印
刷物情報や配布者等の配布情報に基づいて、入力された検索ワードに該当する非接触型タ
グを特定し、その非接触型タグの位置、例えば、その非接触型タグが設けられた用紙の保
管場所に設けられたランプを発光させたり、パソコンの画面上に表示した仮想空間で用紙
の保管場所を表示して、用紙の位置を表示するようにした印刷物管理装置が提案されてい
る。
【０００３】
　また、特許文献２にあるように、検索手段として携帯端末を用い、携帯端末に送信アン
テナと複数の受信アンテナとを設けると共に、カメラを設けて、該当する非接触型タグを
検索して、複数の受信アンテナの指向性に基づいて、その非接触型タグの方向を示すと共
に、カメラによりその方向を撮影した画像上に非接触型タグの位置を表示するようにした
装置も提案されている。
【特許文献１】特開２００４－３１０２９３号公報
【特許文献２】特開２００５－１９６２６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　こうした従来の前者及び後者の装置では、非接触型タグに記憶するタグデータが、印刷
者、印刷目的、件名などの印刷物情報や、配布者、所有者、配布日時、配布場所などの配
布情報であると、検索する際、この情報を頼りに検索することになり、印刷された内容で
は検索できない。印刷内容で検索できるようにするためには、印刷内容をもタグデータと
して記憶させればよい。
【０００５】
　しかし、印刷内容をもタグデータに記憶して、いずれかの用紙を検索する際に、複数の
非接触型タグからタグデータを読み込むと、データ量が多くなり、それぞれの非接触型タ
グからのデータ転送に長時間を要し、また、そのタグデータからの検索にも長時間を要す
るという問題があった。
【０００６】
　本発明の課題は、検索を短時間で容易に行うことができる印刷物管理装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる課題を達成すべく、本発明は課題を解決するため次の手段を取った。即ち、タグ
データを記憶すると共に該タグデータを無線通信により送受信する非接触型タグが設けら
れた用紙に印刷データに基づいて画像を印刷する印刷手段と、複数の前記非接触型タグと
の無線通信により、複数の前記非接触型タグに記憶された前記タグデータに基づいて、い
ずれかの前記非接触型タグを検索する検索手段とを備えた印刷物管理装置において、ファ
イルデータから作成した前記印刷データを前記印刷手段に出力すると共に、検索ワードを
登録した検索データを前記タグデータとして前記印刷手段に出力する印刷制御手段を備え
、また、前記印刷手段は、前記非接触型タグとの無線通信により前記非接触型タグに前記
タグデータを記憶させる書込手段を備えると共に、前記検索手段は、入力された前記検索
ワードが含まれる前記タグデータが記憶された前記非接触型タグを検索することを特徴と
する印刷物管理装置がそれである。
【０００８】
　前記印刷制御手段は、ファイルデータと、前記検索ワードを登録した前記検索データと
を前記タグデータとして前記印刷手段に出力するようにしてもよい。また、前記検索デー
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タには、入力された前記検索ワードを登録したユーザ指定検索データを含むようにしても
よい。更に、前記検索データには、前記ファイルデータから抽出した前記検索ワードを登
録した機械検索データを含むようにしてもよい。
【０００９】
　前記検索手段は、複数の前記非接触型タグに記憶された前記検索データに基づいて、入
力された前記検索ワードが含まれる前記検索データが記憶された前記非接触型タグを検索
する簡単検索手段と、複数の前記非接触型タグに記憶された前記ファイルデータに基づい
て、入力された前記検索ワードが含まれる前記ファイルデータが記憶された前記非接触型
タグを検索する全文検索手段とを備えた構成としてもよい。その際、前記検索データには
、入力された前記検索ワードを登録したユーザ指定検索データと、前記ファイルデータか
ら抽出した前記検索ワードを登録した機械検索データとを含み、前記簡単検索手段は、前
記ユーザ指定検索データによる検索を前記機械検索データによる検索よりも優先するよう
にしてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の印刷物管理装置は、印刷制御手段が検索ワードを登録した検索データをタグデ
ータとして印刷手段に出力し、書込手段が非接触型タグにタグデータを記憶させ、検索手
段が入力された検索ワードが含まれるタグデータが記憶された非接触型タグを検索するの
で、検索手段は非接触型タグに記憶された検索ワードを読み込んで、検索ワードを検索す
ればよく、短時間での検索が可能になるという効果を奏する。
【００１１】
　また、ファイルデータと検索データとをタグデータとして非接触型タグに記憶させると
、用紙が破損したり、汚れたりした場合でも、ファイルデータに基づいて印刷した用紙を
再現できる。
【００１２】
　検索データに、ユーザ指定検索データを含むことにより、ユニークワード等の特徴のあ
る、覚えやすい所定の検索ワードにより検索できるようになる。また、検索データに、機
械検索データを含むことにより、ファイルデータの内容に基づいた検索ワードによる検索
ができるようになる。
【００１３】
　検索手段が、簡単検索手段と全文検索手段とを備えることにより、検索データによる検
索で見つからなかったときには、ファイルデータによる検索で見つけることもできる。簡
単検索手段がユーザ指定検索データによる検索を機械検索データによる検索よりも優先す
ることにより、より短時間での検索が可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下本発明を実施するための最良の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
　本実施形態に係る画像を印刷する装置は、プリンタ機能、スキャナ機能、コピー機能等
を備えた複合機１であり、図１はその外観を示す斜視図である。また、図２は、読取ユニ
ット３を開けた状態を示す複合機１の斜視図である。尚、以下の説明では、複合機１につ
いて、操作部６が設けられた面側（図１で紙面右下方向）を「前方」、その反対側（図１
で紙面左上方向）を「後方」とする。
【００１５】
　この複合機１は、フィーダ部２１及び画像形成部２２等（図３参照）を内蔵する画像形
成ユニット２（本発明の「印刷手段」に相当）と、自動搬送原稿読取ユニット３（以下「
読取ユニット３」という）とを備えている。図１、図２に示すように、読取ユニット３は
、上面に矩形状の原稿台４ａが設けられた画像読取装置４と、その原稿台４ａを覆うよう
に配される自動原稿搬送装置（以下「ＡＤＦ５」という）とを備えて構成されている。図
２に示すように、読取ユニット３は、画像形成ユニット２の上面後端側（図１で紙面左上
方向）において回動可能に軸支されており、画像形成ユニット２の上面前端側（図１で紙
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面右下方向）にユーザによる各種の操作が可能な操作部６が設けられている。操作部６に
は、モード選択スイッチ９６、スタートキー９７、各種の操作ボタン９８、液晶表示のタ
ッチパネル９９が設けられている。
【００１６】
　モード選択スイッチ９６は、３種類の機能モード（ファックス機能、スキャナ機能、コ
ピー機能のそれぞれの動作を可能とするモード）のうちからいずれかのモードを選択可能
となっている。具体的には、コピーモードを選択するためのコピーモードキー９６ａ、Ｆ
ＡＸ（ファックス）モードを選択するためのＦＡＸモードキー９６ｂ、スキャナモードを
選択するためのスキャナモードキー９６ｃの３つのモードキーが左右に並んで設けられて
いる。
【００１７】
　スタートキー９７は、機能モードに応じた動作を開始させるためのスイッチであり、コ
ピーモードのときに押される（オンされる）と原稿台４ａ上に配（載置）された原稿のコ
ピーを開始する。尚、ＦＡＸモード、スキャナモードのときに、スタートキー９７が押さ
れると、ＦＡＸ送信原稿読取や、スキャナ原稿読取等の動作が行われる。
【００１８】
　タッチパネル９９は、所定の操作で設定メニューボタン（図示略）が表示され、設定メ
ニューボタンに触れると、各種の設定に関する表示がされる。また、印刷要求があった後
に、例えば、用紙Ｗ不足等のエラーが生じた場合には、タッチパネル９９の一部を構成す
る表示部１０１にエラー表示がなされて、エラーが生じたことがユーザに報知される。
【００１９】
　この操作部６の下側の位置には排紙トレイ２ａ（図３：後述）に連なって開口した用紙
取り出し孔７が形成されている。その用紙取り出し孔７の下側には水平方向に伸びるスリ
ット状の開口した手差給紙口８が形成されており、更にその下側には、給紙カセット９が
設けられている。
【００２０】
　画像形成ユニット２の各構成について、図３を参照しつつ説明する。図３は、複合機１
を給紙ローラ２５等の軸方向から見た要部側断面図であり、同図において紙面右側が複合
機１の前方であり、紙面左側が複合機１の後方となる。
【００２１】
　画像形成ユニット２のケーシング２０内には、用紙Ｗを給紙するためのフィーダ部２１
や、給紙された用紙Ｗに所定の画像を形成するための画像形成部２２などが備えられてい
る。また、画像形成部２２の上部には、画像形成部２２により画像形成され、排出された
用紙Ｗを保持するために用いられる排紙トレイ２ａが配されている。
【００２２】
　フィーダ部２１は、給紙カセット９と、給紙カセット９内に設けられた揺動可能な用紙
押圧板（図示略）と、給紙カセット９の前端側端部の上方に設けられる給紙ローラ２５な
どによって構成されている。
【００２３】
　給紙カセット９は、ケーシング２０内の下方側に配され、操作部６側の面である図３の
紙面右側から着脱（装着及び取り外し）可能に装着されており、この中に用紙Ｗが積層さ
れて収納されるようになっており、給紙ローラ２５によって最上位の用紙Ｗが搬送経路を
介してレジストローラ２９側に順次送られるようになっている。
【００２４】
　本実施形態では、給紙カセット９内に、後述する内部に情報が記憶されると共に、アン
テナ１３０により電波の送受信が行われる非接触型タグ８０（ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）タグ）が備えられた用紙Ｗが収容さ
れる。
【００２５】
　この用紙Ｗは、例えば、図５に示すように、長方形の用紙Ｗの縁部（図では右上端の近
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くの印刷の際に余白となる部分。用紙Ｗの角部（四隅）でもよい）の一部に、非接触型タ
グ８０が埋め込まれているものであり、通常の用紙と同様に、用紙Ｗの紙面に印刷を行う
ことができる。
【００２６】
　給紙カセット９が装着された状態における後端側の側方には、給紙カセット９の着脱を
検知するための着脱検知部８２が設けられている。着脱検知部８２は、例えば、給紙カセ
ット９の両側方に投光素子（図示しない）と当該投光素子からの光を受ける受光素子（図
示しない）とが一対設けられる光電センサであって、給紙カセット９の装着時には給紙カ
セット９の側壁により投光素子からの光が遮光され、給紙カセット９を引き出すことによ
り投光素子からの光が受光素子に受光されるものである。
【００２７】
　そして、受光素子にて受光される光の受光量変化に応じた信号がＣＰＵ９０に出力され
ることにより、ＣＰＵ９０は、給紙カセット９の装着及び引き出し（着脱）が行われたこ
とを検出できるようになっている。
【００２８】
　レジストローラ２９は、１対のローラから構成されており、給紙ローラ２５の近傍に配
置された図示しない位置センサによる検知タイミングに基づいて、駆動及び停止の動作が
制御回路８３により制御される。そして、この制御により用紙Ｗの斜行が修正される。
【００２９】
　画像形成部２２は、スキャナユニット４０、プロセスユニット４１、定着ユニット４２
などを備えている。図３に示すように、スキャナユニット４０は、ケーシング２０内の上
部に設けられ、レーザ発光部（図示略）、ポリゴンモータ４３により回転駆動されるポリ
ゴンミラー４４、レンズ４５及び４６、反射鏡４７及び４８などを備えており、レーザ発
光部から発光される所定の印刷イメージデータに基づくレーザビームを、ポリゴンミラー
４４、レンズ４５、反射鏡４７、レンズ４６、反射鏡４８の順に通過あるいは反射させて
、後述するプロセスユニット４１における感光体ドラム５２の表面上に高速走査にて照射
させている。
【００３０】
　複合機１には、画像形成ユニット２の本体部に対して着脱可能なプロセスユニット４１
が設けられている。プロセスユニット４１は、ドラムカートリッジ５０と、現像カートリ
ッジ５１とから構成されている。
【００３１】
　プロセスユニット４１のうち、ドラムカートリッジ５０には、感光体ドラム５２、スコ
ロトロン型帯電器５３、転写ローラ５４を備えている。また、現像カートリッジ５１には
、現像ローラ５５、現像ローラ５５上に圧接される層厚規制ブレード５６、トナー供給ロ
ーラ５７及びトナー（現像剤）が充填されるトナーボックス５８などを備えている。
【００３２】
　感光体ドラム５２は、現像ローラ５５の側方位置において、その現像ローラ５５と対向
するような状態で時計方向に回転可能に配設されている。スコロトロン型帯電器５３は、
正帯電用のスコロトロン型の帯電器であり、感光体ドラム５２に接触しないように、所定
の間隔を隔てて配設されている。
【００３３】
　そして、感光体ドラム５２の表面は、その感光体ドラム５２の回転に伴って、まず、ス
コロトロン型帯電器５３により一様に正帯電された後、スキャナユニット４０からのレー
ザビームの高速走査により露光され、所定の印刷イメージデータに基づく静電潜像が形成
される。
【００３４】
　次いで、現像ローラ５５の回転により、現像ローラ５５上に担持されかつ正帯電されて
いるトナーが、感光体ドラム５２に対向して接触する時に、感光体ドラム５２の表面上に
形成される静電潜像に供給される。
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【００３５】
　転写ローラ５４は、感光体ドラム５２の下方において、この感光体ドラム５２に対向す
るように配置され、ドラムカートリッジ５０に反時計方向に回転可能に支持されている。
そして、感光体ドラム５２の表面上に担持された可視像は、用紙Ｗが感光体ドラム５２と
転写ローラ５４との間を通る間に用紙Ｗに転写される。
【００３６】
　定着ユニット４２は、プロセスユニット４１よりも用紙搬送方向下流側（後方側）に配
設され、定着ユニット４２は転写された用紙Ｗ上のトナーを加熱溶融させるための加熱ロ
ーラ６３と、加熱ローラ６３に対向して配置され、送給される用紙Ｗを加熱ローラ６３に
向けて押圧する押圧ローラ６４と、サーミスタ６５とを備えている。
【００３７】
　加熱ローラ６３は、円筒状部材としての金属素管を備え、その軸方向に沿ってハロゲン
ランプが内装されている。このハロゲンランプにより、加熱ローラ６３の表面を、トナー
が用紙Ｗに定着される定着温度（例えば、２００℃）まで加熱可能となっている。
【００３８】
　押圧ローラ６４は、金属製のローラ軸と、この押圧ローラ軸の周りを被覆する、ゴム材
料からなるゴムローラ部とを備えている。この押圧ローラ６４のゴムローラ部により加熱
ローラ６３の金属素管に弾性的に押圧され、加熱ローラ６３の回転に従動される。
【００３９】
　サーミスタ６５は、温度により抵抗値が変化する素子であり、その抵抗値の値により、
加熱ローラ６３の温度を測定する。その温度により、ＣＰＵ９０が、加熱ローラ６３を加
熱するヒータの電源をＯＮ・ＯＦＦすることにより、加熱ローラ６３が、所定の温度にな
るように制御する。
【００４０】
　このような定着ユニット４２において、加熱ローラ６３は、プロセスユニット４１にお
いて用紙Ｗに転写されたトナーを、用紙Ｗから加熱ローラ６３と押圧ローラ６４との間を
通過する間に加熱及び加圧することにより定着させる。
【００４１】
　更に、加熱ローラ６３は、画像定着後の用紙Ｗを、ガイド部材６７，６８により形成さ
れる排紙パスを介して、排出ローラ６９まで搬送する。そして、排出ローラ６９は、送ら
れてきた用紙Ｗを排紙トレイ２ａ上に排紙する。この排出ローラ６９の近傍に、排出ロー
ラ６９により送られる用紙Ｗの非接触型タグ８０と対向するＩＣライタ８１（本発明の「
書込手段」に相当）が設けられている。ＩＣライタ８１は、図示しないアンテナから電波
を発することにより、用紙Ｗの非接触型タグ８０にタグデータを記憶させることができる
。
【００４２】
　読取ユニット３は、画像読取装置４とＡＤＦ５とを備え、画像読取装置４は、画像形成
ユニット２の排紙トレイ２ａの上方において、その下面４ｂが当該排紙トレイ２ａと対向
し、この排紙トレイ２ａを覆うように配されている。
【００４３】
　読取ユニット３は、フラットベッド方式のスキャナとして構成されており、このフラッ
トベッド方式の構成では、ＡＤＦ５が後方に開くと、原稿台４ａが露出するようになって
おり（図２参照）、その原稿台４ａ上に本やその他の各種原稿を載置した状態でコピー時
等における読み取りができるように構成されている。
【００４４】
　尚、原稿の読み取りは、原稿台４ａ上に原稿を載置して行う場合と、ＡＤＦ５を利用す
る場合とがある。原稿台４ａ上に原稿を載置して行う場合には、原稿の搬送方向に沿って
延びる軸７９に沿って、かつ、原稿台４ａに沿ってＣＩＳ（コンタクトイメージセンサ）
７１が移動され、その際に１ラインずつ、原稿台４ａ上に載置された原稿の読み取りが行
われる。また、一方、ＡＤＦ５を利用する場合には、ＣＩＳ７１が原稿台４ａの左端部側
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に移動され、その位置で保持されて、ＡＤＦ５により搬送される原稿の読み取りが１ライ
ンずつ行われるようになっている。
【００４５】
　図４は本実施形態の複合機１の電気系統を示すブロック図である。図４に示すように、
複合機１は、各種の入力操作を受け付ける操作部６と、給紙カセット９の着脱が行われた
ことを検知する着脱検知部８２と、非接触型タグ８０へのタグデータの記憶を行うＩＣラ
イタ８１と、画像の読取を行う読取ユニット３と、印刷及び定着ユニット４２により加熱
定着を行う画像形成部２２と、ＲＯＭ９１と、ＲＡＭ９２と、ＣＰＵ９０と、電話回線等
の通信回線に接続されるファクシミリインターフェース９４、パーソナルコンピュータＰ
Ｃ（以下「パソコンＰＣ」という）等に接続されるネットワークインターフェース９５と
を備えて構成されている。
【００４６】
　ＣＰＵ９０は、外部のパソコンＰＣからの印刷データの受信及び、コピー走査が行われ
ることにより読取ユニット３からの画像データの受信があると、印刷データ、画像データ
及びデータに付加されている情報（例えば印刷指令を行ったユーザの情報、印刷要求のあ
った枚数等のページ情報）をＲＡＭ９２に記憶させる。
【００４７】
　図５は本実施形態の印刷物管理装置の概略構成を示す説明図である。図６は本実施形態
の検索携帯端末１００の電気系統を示すブロック図である。
　図５に示すように、検索携帯端末１００（本発明の「検索手段」に相当）は、画像を表
示する表示部１０２を有すると共に、表示部１０２の側方には、文字等の入力を行うため
のキー群１０４が設けられている。また、図６に示すように、検索携帯端末１００の電気
的な制御を行なう制御部１０６は、制御を司るＣＰＵ１０８と、ＣＰＵ１０８が実行する
検索プログラム（図１０参照）が記憶されたＲＯＭ１１０と、用紙Ｗの非接触型タグ８０
から受信するタグデータを記憶するＲＡＭ１１２と、表示部１０２に画像を表示させると
共に、カメラ１１４からの画像データを取り込む画像処理部１１６と、文字入力や電源投
入操作等を行うキー群１０４が接続された入力操作部１１８と、非接触型タグ８０に記憶
したタグデータ等の送受信を無線通信で行なう無線通信部１２０と、無線通信部１２０に
接続され電波の送受信を行うための送信アンテナ１２２及び複数の受信アンテナ１２４～
１２６とを備えている。これらのＣＰＵ１０８、ＲＯＭ１１０、ＲＡＭ１１２、画像処理
部１１６、入力操作部１１８、無線通信部１２０はバス１２８によりそれぞれ接続されて
いる。
【００４８】
　無線通信部１２０は送信アンテナ１２２から非接触型タグ８０に信号を送信する送信部
１２０ａと、複数の受信アンテナ１２４～１２６で非接触型タグ８０からの信号を受信す
る受信部１２０ｂとを備えている。本実施形態の検索携帯端末１００は、受信アンテナ１
２４～１２６によって生じる指向性を単一方向に保持しつつその指向角を徐々に変化させ
ながら、信号送信及び受信を繰り返して、その都度受信信号を記憶し、記憶した信号強度
に基づき、例えば、最も信号強度が大きかった指向角方向を、非接触型タグ８０の存在す
る方向として決定する周知のものである。
【００４９】
　この非接触型タグ８０の存在する方向を表示部１０２に表示する。例えば、その方向を
カメラ１１４で撮影して、その画像を表示部１０２に表示すると共に、非接触型タグ８０
の存在する方向を画像上で表示したり、検索携帯端末１００からの角度を数字で表示する
。また、表示部１０２に表示する場合に限らず、図５に示すように、用紙Ｗが書棚Ｔに収
納されている場合に、書棚Ｔに多数の発光ダイオードを並べて、検索した、非接触型タグ
８０に近い箇所の発光ダイオードを発光・点滅させるようにしてもよい。
【００５０】
　図７は本実施形態の非接触型タグ８０の電気系統を示すブロック図である。図７に示す
ように、非接触型タグ８０は、アンテナ１３０と、電源部１３２と、無線通信部１３４と
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、ＣＰＵ１３６と、ＲＯＭ１３８と、不揮発性ＲＡＭ１４０とを備えており、無線通信部
１３４、ＣＰＵ１３６、ＲＯＭ１３８、不揮発性ＲＡＭ１４０はバス１４２によりそれぞ
れ接続されている。不揮発性ＲＡＭ１４０は電源を切っても記憶内容を保持することがで
きる。
【００５１】
　電源部１３２はアンテナ１３０で受信した電磁波から動作に必要な電力を取り出し、非
接触型タグ８０内部の各回路に電力供給を行う。非接触型タグ８０はＩＣライタ８１と無
線通信を行うことにより、不揮発性ＲＡＭ１４０にタグデータの記憶を行なう。
【００５２】
　図８は本実施形態の非接触型タグ８０の不揮発性ＲＡＭ１４０の記憶エリアの構成を示
す模式図である。図８に示すように、不揮発性ＲＡＭ１４０には、タグ種類、属性（Ｒ／
Ｗ，Ｒ／Ｏ）、用紙Ｗ毎に付される識別番号ＩＤ、記憶できる容量、作成日、作成者名、
更新日、更新者名、ディレクトリ位置、ファイル名、ディレクトリパス等のヘッダー情報
を記憶するヘッダーエリア１４０ａと、ディレクトリー・データを記憶するディレクトリ
エリア１４０ｂと、ユーザ指定検索データを記憶するユーザ指定検索データエリア１４０
ｃ、機械検索データを記憶する機械検索データエリア１４０ｄ、ファイルデータを記憶す
るファイルデータエリア１４０ｅを有するデータエリア１４０ｆとが設けられている。デ
ィレクトリー・データには、データエリア１４０ｆを管理するための不揮発性ＲＡＭ１４
０内の番地が含まれ、データエリア１４０ｆをユーザ指定検索データエリア１４０ｃ、機
械検索データエリア１４０ｄ、ファイルデータエリア１４０ｅの各ディレクトリーに分け
て管理するためのデータである。
【００５３】
　次に、パソコンＰＣで行われる印刷制御処理（本発明の「印刷制御手段」に相当）につ
いて説明する。図９は本実施形態のパソコンＰＣで行われる印刷制御処理の一例を示すフ
ローチャートである。
【００５４】
　この印刷制御処理は、パソコンＰＣ内に予めインストールされたドライバソフトにより
実行されるもので、パソコンＰＣの文章編集ソフトにより編集された文章や、表計算ソフ
トにより作成された表等を印刷する際に、印刷するプリンタとして前述した複合機１が選
択されて、印刷の実行が指示されると、本印刷制御処理が実行される。
【００５５】
　図９に示すように、まず、非接触型タグ８０にタグデータを記憶するか否かを判断する
（ステップ２００。以下、Ｓ２００という。以下同様。）。タグデータを記憶するか否か
は、例えば、パソコンＰＣの画面にタグデータを記憶するか否かを問い合わせるチェック
ボックスを表示し、タグデータを記憶する旨のチェックがされた際に、タグデータを記憶
すると判断する。タグデータを記憶する旨のチェックがされた際には、タグデータを記憶
すると判断して（Ｓ２００：ＹＥＳ）、タグデータ書込コマンドを複合機１に送付する（
Ｓ２０５）。
【００５６】
　次に、ユーザ指定検索データを入力するか否かを判断する（Ｓ２１０）。ユーザ指定検
索データを入力するか否かは、パソコンＰＣの画面にユーザ指定検索データを入力するか
否かを問い合わせるチェックボックスを表示し、ユーザ指定検索データを入力する旨のチ
ェックがされた際に、ユーザ指定検索データを入力すると判断する。
【００５７】
　ユーザ指定検索データは、パソコンＰＣを操作するユーザ自信で検索ワードを指定して
、この検索ワードを含むユーザ指定検索データをタグデータとして非接触型タグ８０に記
憶させるものである。検索ワードは１単語、あるいは、複数の単語を指定して、ユーザ指
定検索データとしてもよい。複数の検索ワードを含む場合には、検索ワードをコンマやス
ペースで区切って、ユーザ指定検索データを作成すればよい。
【００５８】
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　検索ワードとしては、編集した文章の特徴を示す単語、その文章を作成する元となった
プロジェクト名、あるいは、そのプロジェクト名の略称等のユニークワード等を指定すれ
ばよく、ユーザとしても記憶しやすく、また、文章を検索する際にヒットしやすい単語等
を指定するとよい。
【００５９】
　ユーザ指定検索データを入力する旨のチェックがされた際に、ユーザ指定検索データを
入力すると判断して（Ｓ２１０：ＹＥＳ）、ユーザ指定検索データを読み込む（Ｓ２１５
）。ユーザ指定検索データは、例えば、パソコンＰＣの画面上に検索ワードを入力するテ
キストボックスを表示し、そのテキストボックス内に入力された検索ワードを読み込むよ
うにしてもよく、あるいは、文章編集ソフトを用いて、検索ワードを編集し、ＴＥＸＴフ
ァイルとして保存したファイル名を指定して、そのファイルを読み込むようにしてもよい
。
【００６０】
　ユーザ指定検索データを読み込んだ後、ユーザ指定検索データ送付コマンドとユーザ指
定検索データとを複合機１に送付する（Ｓ２２０）。ユーザ指定検索データを送付した後
、あるいは、Ｓ２１０の処理により、ユーザ指定検索データを入力しないと判断した後（
Ｓ２１０：ＮＯ）、印刷する元ファイルから機械検索データを抽出する（Ｓ２２５）。
【００６１】
　これは、パソコンＰＣで編集した文書ファイル等の元ファイルからパソコンＰＣに予め
インストールされている抽出ソフトを用いて、文書ファイル等の元ファイルから検索ワー
ドを抽出する。例えば、その文書に頻繁に出てくる単語等を検索ワードとして抽出する。
【００６２】
　抽出した後、この抽出した検索ワードから機械検索データを作成する（Ｓ２３０）。こ
の機械検索データも、１つの検索ワードからなるものでもよく、あるいは、複数の検索ワ
ードからなるものでもよく、複数の検索ワードを含む場合には、検索ワードをコンマやス
ペースで区切って、機械検索データを作成すればよい。
【００６３】
　機械検索データを作成した後、機械検索データ送付コマンドと機械検索データとを複合
機１に送付する（Ｓ２３５）。続いて、元ファイルデータ送付コマンドと元ファイルデー
タとを複合機１に送付する（Ｓ２４０）。元ファイルデータとは、前述したパソコンＰＣ
により編集した文書ファイルそのものである。
【００６４】
　元ファイルデータ送付コマンドと元ファイルデータとを送付した後は（Ｓ２４０）、ま
たは、非接触型タグ８０にタグデータを記憶しないときには（Ｓ２００：ＮＯ）、元ファ
イルデータを展開して複合機１により印刷を行う印刷データを作成する（Ｓ２４５）。さ
して、印刷データ送付コマンドと印刷データとを複合機１に送付し（Ｓ２５０）、続いて
、複合機１に印刷の開始を指示する印刷コマンドを複合機１に送付して（Ｓ２５５）、本
制御処理を終了する。
【００６５】
　次に、複合機１により行われる印刷・書込処理について説明する。図１０は本実施形態
の複合機１において行われる印刷・書込処理の一例を示すフローチャートである。
　図１０に示すように、まず、複合機１では、パソコンＰＣからタグデータ書込コマンド
が送付されてきたか否かを判断する（Ｓ３００）。タグ書込コマンドは、前述したパソコ
ンＰＣの印刷制御処理の実行の際、Ｓ２０５の処理により複合機１に送付されるタグ書込
コマンドが送付されたか否かにより判断し、タグ書込コマンドが送付されたときには（Ｓ
３００：ＹＥＳ）、タグデータ書込フラグＦＬＡＧを１にセットする（Ｓ３０５）。
【００６６】
　次に、ユーザ指定検索データ送付コマンドが送付されてきたか否かを判断する（Ｓ３１
０）。ユーザ指定検索データ送付コマンドは、Ｓ２２０の処理の実行によりパソコンＰＣ
から複合機１に送付され、複合機１にユーザ指定検索データ送付コマンドが送付されてき
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たときには（Ｓ３１０：ＹＥＳ）、Ｓ２２０の処理によりユーザ指定検索データ送付コマ
ンドと共に送付されるユーザ指定検索データをＲＡＭ９２等のバッファに記憶する（Ｓ３
１５）。
【００６７】
　ユーザ指定検索データを記憶した後（Ｓ３１５）、または、ユーザ指定検索データ送付
コマンドではないと判断した後（Ｓ３１０：ＮＯ）、機械検索データ送付コマンドが送付
されてきたか否かを判断する（Ｓ３２０）。機械検索データ送付コマンドは、Ｓ２３５の
処理の実行によりパソコンＰＣから複合機１に送付され、複合機１に機械検索データ送付
コマンドが送付されてきたときには（Ｓ３２０：ＹＥＳ）、Ｓ２３５の処理により機械検
索データ送付コマンドと共に送付される機械検索データをバッファに記憶する（Ｓ３２５
）。
【００６８】
　機械検索データを記憶した後（Ｓ３２５）、または、機械検索データ送付コマンドでは
ないと判断した後（Ｓ３２０：ＮＯ）、続いて、元ファイルデータ送付コマンドが送付さ
れてきたか否かを判断する（Ｓ３３０）。元ファイルデータ送付コマンドは、Ｓ２４０の
処理の実行によりパソコンＰＣから複合機１に送付され、複合機１に元ファイルデータ送
付コマンドが送付されてきたときには（Ｓ３３０：ＹＥＳ）、Ｓ２４０の処理により元フ
ァイルデータ送付コマンドと共に送付される元ファイルデータをバッファに記憶する（Ｓ
３３５）。
【００６９】
　元ファイルデータをバッファに記憶した後（Ｓ３３５）、または、元ファイルデータ送
付コマンドではないと判断した後（Ｓ３３０：ＮＯ）、あるいは、Ｓ３００の処理により
、タグデータ書込コマンドが送付されてこないと判断した後（Ｓ３００：ＮＯ）、タグデ
ータ書込フラグＦＬＡＧに０をセットし（Ｓ３８０）、その後、印刷データ送付コマンド
が送付されてきたか否かを判断する（Ｓ３４０）。印刷データ送付コマンドは、Ｓ２５０
の処理の実行によりパソコンＰＣから複合機１に送付され、複合機１に印刷データ送付コ
マンドが送付されてきたときには（Ｓ３４０：ＹＥＳ）、Ｓ２５０の処理により印刷デー
タ送付コマンドと共に送付される印刷データをバッファに記憶する（Ｓ３４５）。尚、印
刷データ送付コマンドが送付されてこないときには（Ｓ３４０：ＮＯ）、印刷データ送付
コマンドが送付されてくるまで、Ｓ３４０の処理を繰り返して待機する。
【００７０】
　印刷データを記憶した後（Ｓ３４５）、印刷コマンドが送付されてきたか否かを判断す
る（Ｓ３５０）。印刷コマンドは、Ｓ２５５の処理の実行によりパソコンＰＣから複合機
１に送付され、複合機１に印刷コマンドが送付されてきたときには（Ｓ３５０：ＹＥＳ）
、印刷データから印刷イメージデータを作成して（Ｓ３５５）、複合機１は印刷イメージ
データにより用紙Ｗに印刷を行う（Ｓ３６０）。尚、印刷コマンドが送付されてこないと
きには（Ｓ３５０：ＮＯ）、印刷コマンドが送付されてくるまで、Ｓ３５０の処理を繰り
返して待機する。
【００７１】
　用紙Ｗに印刷を行った後（Ｓ３６０）、タグデータ書込フラグＦＬＡＧが１か否かを判
断し（Ｓ３６５）、Ｓ３０５の処理によりセットされるタグデータ書込フラグＦＬＡＧが
１で、非接触型タグ８０にタグテータを書き込む際には（Ｓ３６５：ＹＥＳ）、タグデー
タを非接触型タグ８０に記憶する（Ｓ３７０）。
【００７２】
　非接触型タグ８０へのタグデータの記憶は、画像形成ユニット２により用紙Ｗに画像を
印刷した後、排出ローラ６９により排紙トレイ２ａ上に送られる用紙Ｗの非接触型タグ８
０にＩＣライタ８１を介して無線通信により行われる。その際、非接触型タグ８０では、
ユーザ指定検索データは、非接触型タグ８０のユーザ指定検索データエリア１４０ｃに、
機械検索データは非接触型タグ８０の機械検索データエリア１４０ｄに、元ファイルデー
タは元ファイルデータエリア１４０ｅにそれぞれ記憶される。
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【００７３】
　非接触型タグ８０のタグデータを読み取る際には、ユーザ指定検索データエリア１４０
ｃ、機械検索データエリア１４０ｄ、元ファイルデータエリア１４０ｅの各エリア毎にデ
ータを読み込むことができる。本実施形態では、ディレクトリーによるツリー構造として
、データを管理するようにしたが、タグデータを読み取る際に、ユーザ指定検索データ、
機械検索データ、元ファイルデータ毎にデータを読み取れればよく、ディレクトリーによ
る管理に代えて、これらをそれぞれのファイルとして記憶し、ファイル毎に管理、及び、
読み取れるようにしてもよい。
【００７４】
　タグデータを非接触型タグ８０に記憶した後（Ｓ３７０）、本処理を終了する。また、
Ｓ３８０の処理により、タグデータ書込フラグＦＬＡＧに０がセットされているときには
（Ｓ３６５：ＮＯ）、タグデータを記憶することなく、本処理を終了する。
【００７５】
　前述したパソコンＰＣによる印刷制御処理の実行、及び、複合機１による印刷・書込処
理の実行により、用紙Ｗに文書編集ソフトにより編集した文章等の画像が印刷されると共
に、非接触型タグ８０にタグデータが記憶される。例えば、こうして作成された用紙Ｗが
ファイルされて、図５に示すように、書棚Ｔに整理される。書棚Ｔには複数の非接触型タ
グ８０が設けられた用紙Ｗが並べられる。この書棚Ｔに整理された多数の用紙Ｗから、所
定の用紙Ｗを探し出す際には、検索携帯端末１００を操作して行なう。
【００７６】
　次に、検索携帯端末１００で行われる検索制御処理について説明する。図１１は本実施
形態の検索携帯端末１００で行われる検索制御処理の一例を示すフローチャートである。
　図１１に示すように、まず、検索携帯端末１００のキー群１０４を操作して、探し出そ
うとする用紙Ｗに関係する検索ワードを入力し、入力された検索ワードを読み込む（Ｓ４
００）。次に、書棚Ｔにある複数の非接触型タグ８０から、それぞれのユーザ指定検索デ
ータエリア１４０ｃに記憶されている全てのユーザ指定検索データを読み込み（Ｓ４０５
）、読み込んだユーザ指定検索データの中から入力された検索ワードを検索する（Ｓ４１
０）。
【００７７】
　そして、検索により、ユーザ指定検索データの中から検索ワードが見つかったか否かを
判断する（Ｓ４１５）。検索ワードが見つかったときには（Ｓ４１５：ＹＥＳ）、見つか
った検索ワードを記憶している非接触型タグ８０の方向、及び識別番号ＩＤを表示部１０
２に表示する（Ｓ４２０）。その際、カメラ１１４により書棚Ｔを撮影して、その画像を
表示部１０２に表示すると共に、非接触型タグ８０の位置を画像上に示すようにしてもよ
い。
【００７８】
　検索ワードが見つからないとき（Ｓ４４０：ＮＯ）、または、検索ワードが見つかり、
その非接触型タグ８０の方向及び識別番号ＩＤを表示した後には（Ｓ４２０）、検索終了
か否かを判断する（Ｓ４２５）。検索終了か否かは、検索携帯端末１００からの入力によ
り判断し、例えば、検索携帯端末１００の検索終了ボタンを操作する等により行えばよい
。
【００７９】
　検索を終了する場合には（Ｓ４２５：ＹＥＳ）、そのまま本制御処理を終了し、検索を
継続する場合には（Ｓ４２５：ＮＯ）、次に、書棚Ｔにある複数の非接触型タグ８０から
、それぞれの機械検索データエリア１４０ｄに記憶されている全ての機械検索データを読
み込み（Ｓ４３０）、この機械検索データの中から、検索ワードを検索する（４３５）。
【００８０】
　そして、検索により、機械検索データの中から検索ワードが見つかったか否かを判断す
る（Ｓ４４０）。検索ワードが見つかったときには（Ｓ４４０：ＹＥＳ）、見つかった検
索ワードを記憶している非接触型タグ８０の方向、及び識別番号ＩＤを表示する（Ｓ４４
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５）。
【００８１】
　検索ワードが見つからないとき（Ｓ４４０：ＮＯ）、または、検索ワードが見つかり、
その非接触型タグ８０の方向及び識別番号ＩＤを表示した後には（Ｓ４４５）、検索終了
か否かを判断する（Ｓ４５０）。
【００８２】
　検索を終了する場合には（Ｓ４５０：ＹＥＳ）、そのまま本制御処理を終了し、検索を
継続する場合には（Ｓ４５０：ＮＯ）、次に、書棚Ｔにある複数の非接触型タグ８０から
、元ファイルデータエリア１４０ｅに記憶されている全ての元ファイルデータを読み込み
（Ｓ４５５）、読み込んだ元ファイルデータの中から検索ワードを検索する（Ｓ４６０）
。
【００８３】
　そして、検索により、元ファイルデータの中から検索ワードが見つかったか否かを判断
する（Ｓ４４６５）。検索ワードが見つかったときには（Ｓ４６５：ＹＥＳ）、見つかっ
た検索ワードを記憶している非接触型タグ８０の方向、及び識別番号ＩＤを表示する（Ｓ
４７０）。
【００８４】
　検索を終了する場合には（Ｓ４７５：ＹＥＳ）、そのまま本制御処理を終了し、そうで
ない場合には（Ｓ４７５：ＮＯ）、検索携帯端末１００の表示部１０２に該当する検索ワ
ードが見つからなかった旨のエラー表示をして（Ｓ４８０）、本制御処理を終了する。
【００８５】
　このように、まず、検索する際、複数の非接触型タグ８０からユーザ指定検索データを
読み込んで、ユーザ指定検索データの中から、検索ワードを検索する。ユーザ指定検索ワ
ードのデータ量は小さく、複数の非接触型タグ８０からユーザ指定検索データを読み込ん
で検索しても、短時間で検索ができる。
【００８６】
　また、複数の非接触型タグ８０から機械検索データを読み込んで、機械検索データの中
から、検索ワードを検索する。機械検索データのデータ量は小さく、複数の非接触型タグ
８０から機械検索データを読み込んで検索しても、短時間で検索ができる。更に、ユーザ
指定検索データによる検索を機械検索データによる検索よりも優先することにより、より
短時間での検索も可能になる。
【００８７】
　ユーザ指定検索データや機械検索データの中に、検索ワードが見つからないときには、
複数の非接触型タグ８０から元ファイルデータを読み込んで、元ファイルデータの中から
、検索ワードを検索する。これにより、より確実な検索も可能になり、元ファイルデータ
を非接触型タグ８０に記憶させることにより、用紙Ｗが破損したり、汚れたりした場合で
も、ファイルデータに基づいて印刷した用紙Ｗを再現できる。
【００８８】
　更に、ユーザ指定検索データにより検索できるようにすることにより、ユニークワード
等の特徴のある、覚えやすい所定の検索ワードにより検索できる。また、機械検索データ
により検索できるようにすることにより、元ファイルデータの内容に基づいた検索ワード
による検索ができる。
【００８９】
　尚、Ｓ４０５～Ｓ４４５の処理の実行が簡単検索手段として働き、Ｓ４５５～Ｓ４７０
の処理の実行が全文検索手段として働く。
　以上本発明はこの様な実施形態に何等限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱し
ない範囲において種々なる態様で実施し得る。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の一実施形態としての複合機の外観を示す斜視図である。
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【図２】本実施形態の読取ユニットを開けた状態を示す複合機の斜視図である。
【図３】本実施形態の複合機を給紙ローラ等の軸方向から見た要部側断面図である。
【図４】本実施形態の複合機の電気系統を示すブロック図である。
【図５】本実施形態の印刷物管理装置の概略構成を示す説明図である。
【図６】本実施形態の検索携帯端末の電気系統を示すブロック図である。
【図７】本実施形態の非接触型タグの電気系統を示すブロック図である。
【図８】本実施形態の非接触型タグのＲＡＭの記憶エリアの構成を示す模式図である。
【図９】本実施形態のパソコンで行われる印刷制御処理の一例を示すフローチャートであ
る。
【図１０】本実施形態の複合機において行われる印刷・書込処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図１１】本実施形態の検索携帯端末で行われる検索制御処理の一例を示すフローチャー
トである。
【符号の説明】
【００９１】
１…複合機　　　　　　　２…画像形成ユニット
２ａ…排紙トレイ　　　　３…自動搬送原稿読取ユニット
４…画像読取装置　　　　６…操作部
８…手差給紙口　　　　　９…給紙カセット
２２…画像形成部　　　　４０…スキャナユニット
４１…プロセスユニット　４２…定着ユニット
５２…感光体ドラム　　　６３…加熱ローラ
６４…押圧ローラ　　　　６９…排出ローラ
８０…非接触型タグ　　　８１…ＩＣライタ
８２…着脱検知部
９４…ファクシミリインターフェース
９５…ネットワークインターフェース
１００…検索携帯端末　　１０２…表示部
１０４…キー群　　　　　１２２…送信アンテナ
１２４～１２６…受信アンテナ
Ｔ…書棚　　　　　　　　Ｗ…用紙
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